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 （百万円未満切捨て） 

１．平成 23 年３月期第３四半期の連結業績（平成 22 年４月１日～平成 22年 12 月 31 日） 
(1)連結経営成績(累計)                          （％表示は対前年同四半期増減率） 
 

売 上 高     営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％ 

23 年３月期第３四半期 
22 年３月期第３四半期 

100,012 
82,302 

21.5
△29.2

4,686
 2,855

64.1
△8.1

4,845
3,051

58.8 
△13.2 

2,686
1,923

39.7
△6.2

 

 
１ 株当た り 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 円    銭 円    銭 

23 年３月期第３四半期 
22 年３月期第３四半期 

11,595 
8,096 

52
91

11,586
8,088

52
98

 

(2)連結財政状態 
 

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

23 年３月期第３四半期 
22 年３月期 

70,151
68,456

  24,938
24,222

34.7 
34.7 

105,838
100,876

82
46

(参考) 自己資本    23 年３月期第３四半期 24,372 百万円  22 年３月期 23,721 百万円 
 
２．配当の状況 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22 年３月期  － 1,500 00 － 2,500 00 4,000 00

23 年３月期  － 2,000 00 －   

23 年３月期（予想）   2,000 00 4,000 00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無 

 

３．平成 23 年３月期の連結業績予想（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円      ％ 円   銭

通    期 
 

133,000 
 

 
17.1 

 
6,000 42.0 6,000 32.7

 
3,000 

 
20.5 12,966 88

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無 

 

 



４．その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。） 

 

 （１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：有・無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 

   （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 

② ①以外の変更 ：有・無 

   （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る 

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年 3月期 3Ｑ 247,268 株 22 年 3 月期 246,988 株

② 期末自己株式数 23年 3月期 3Ｑ 16,991 株 22 年 3 月期 11,837 株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年 3月期 3Ｑ 231,719 株 22 年 3 月期 3Ｑ 237,607 株

     

（注）当社は第 1 四半期連結会計期間よりＥＳＯＰ信託を導入しております。当該信託にかかるＥＳＯＰ信託

口が所有する当該株式については、四半期連結財務諸表において自己株式として会計処理しているため、

23 年 3 月期 3Ｑ「期末自己株式数」には、ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式の期末株式数 2,154 株を含

め、23 年 3月期 3Ｑ「期中平均株式数」からは、ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式の期中平均株式数 1,844

株を控除しております。 

  

 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結

業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （１）連結経営成績に関する定性的情報 当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く環境は、期前半はエコカー減税・補助金や新興国での景気拡大を背景に国内での自動車生産の大幅な回復に加え、中国をはじめとするアジア地域での物流量が回復するなど、緩やかな回復傾向にありましたが、期後半はエコカー補助金の終了による自動車の国内販売の減少、急激な円高の進行や航空運賃の値上げにより先行き不透明のまま推移しました。  このような状況の下、当社グループは成長路線へ回帰すべく営業力の強化を図り、変革へチャレンジし、企業集団としての進化とさらなる拡大を目指すために「バンテック ビジネスプラン2010－2012」を策定し、①顧客志向に基づく商品力・マーケティング力強化、②事業インフラストラクチャー整備、③人材育成と活用、④ＣＳＲ活動の充実を重点施策として推進しております。その一環として、平成 22 年 10 月１日付でグループ経営の効率化を図る目的で国内の子会社８社を地域ごとに統合し、４社に再編・集約することを完了いたしました。 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は次のとおりとなりました。 （単位：百万円）  当第3四半期 前第3四半期 前年同四半期比  連結累計期間 連結累計期間 増減 伸率（％） 売上高 100,012 82,302 17,710 21.5 営業利益 4,686 2,855 1,830 64.1 経常利益 4,845 3,051 1,793 58.8 四半期純利益 2,686 1,923 763 39.7  当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりであります。 なお、第 1 四半期連結会計期間より、マネジメントアプローチが導入された結果、報告セグメントを①国内物流事業、②国際物流事業、③海外物流事業としています。従って、以下の①から③における増減説明については、比較のために前年同期を当四半期のセグメントベースに組み替えております。 ①国内物流事業  国内物流事業につきましては、エコカー補助金が打ち切られましたが、引き続き自動車輸出が好調を維持し、主要顧客の自動車生産台数や輸出船積台数が堅調に推移しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期に比べ98億３千４百万円、17.5％増収の660億７百万円、営業利益につきましては、前年同期に比べ15億７千万円、113.7％増益の29億５千１百万円となりました。  ②国際物流事業 国際物流事業につきましては、期後半になって航空輸出の伸び率が鈍化したものの、対前年では依然として増加傾向にあります。この結果、売上高は前年同期に比べ 36億２千７百万円、25.0％増収の 181億１千５百万円となりました。一方、営業利益につきましては、航空運賃の上昇などの影響から前年同期に比べ 1 億３千４百万円、13.7％減益の８億４千６百万円となりました。  ③海外物流事業  海外物流事業につきましては、中国と東南アジアを中心に航空輸出貨物の取扱量が増加し、また、中国において自動車関連物流も増加いたしました。 この結果、売上高は前年同期に比べ42億４千８百万円、36.5％増収の158億８千９百万円、営業利益につきましては、前年同期に比べ３億９千７百万円、80.5％増益の８億９千万円となりました。  
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 （２）連結財政状態に関する定性的情報 １）資産、負債及び純資産の状況   当第３四半期連結会計期間末における総資産は、主に売掛金の増加等により前連結会計年度末に比べ、16億９千５百万円増加の 701億５千１百万円となりました。   負債合計は、買掛金及び借入金等の増加等により前連結会計年度末に比べ、９億７千８百万円増加の 452億１千３百万円となりました。   純資産は、配当金の支払と自己株式の取得等による減少があったものの、四半期純利益による増加の結果、前連結会計年度末に比べ、７億１千６百万円増加の 249億３千８百万円となりました。   自己資本比率については 34.7％となりました。  ２）キャッシュ・フローの状況   当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ 13億２千３百万円増加し、133億４千６百万円となりました。   当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであります。  ①営業活動によるキャッシュ・フロー   営業活動の結果、増加した資金は、29億２千１百万円となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益 46億６千万円、仕入債務の増加額 13億８千１百万円、減価償却費 11億４千７百万円等の増加要因、法人税等の支払額 21億７千８百万円、売上債権の増加額 17 億３千９百万円等の減少要因によるものです。  ②投資活動によるキャッシュ・フロー  投資活動の結果、減少した資金は、２億１千５百万円となりました。この主な要因は、有形固定資産の売却による収入７億３千１百万円等の増加要因、有形固定資産の取得による支出５億６千２百万円、無形固定資産の取得による支出３億５千４百万円等の減少要因によるものです。  ③財務活動によるキャッシュ・フロー  財務活動の結果、減少した資金は、11億７千４百万円となりました。この主な要因は、配当金の支払額 10億４千２百万円、自己株式の取得による支出６億７千万円等によるものです。               
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31日）の連結業績予想につきましては、下記のとおり、修正いたします。 ① 通期の連結業績予想   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 当期純利益  百万円 百万円 百万円 百万円  前回発表予想（Ａ） 126,000 6,000 6,000 3,000 12,966 円 88銭 今回発表予想（Ｂ） 133,000 6,000 6,000 3,000 12,966 円 88銭 増減額（Ｂ）－（Ａ）   7,000     -     -     -  増減率（％）  5.6     -     -     -  （ご参考）前期通期実績 （平成 22 年３月期） 113,601 4,225 4,522 2,488 10,495 円 94銭 (注) 上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  ②修正の理由 エコカー補助金打ち切りで国内向けの自動車需要は減少傾向にあるものの、輸出向け需要の回復基調により主要顧客の国内生産や輸出船積台数が当初の予想を上回って底堅く推移しております。 このような状況の中で売上高については当初予想を上回ることが見込まれるため、通期連結業績予想を上記のとおり修正いたしました。 なお、利益については航空運賃の値上げなどの影響が見込まれることから、平成 22 年５月 12日発表の通期連結業績予想から変更ありません。   
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 ２．その他の情報 （１）重要な子会社の異動の概要 該当事項はありません。  （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ・税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  ・一般債権の貸倒見積高の算定方法  当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  （３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 会計処理の原則の変更 ・有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法の変更  従来、当社及び国内連結子会社の有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、平成 10 年 4 月 1 日以降取得の建物（建物付属設備を除く）を除き、定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。  この変更は、平成 22 年 4 月より開始したビジネスプランに基づき、今後、海外事業の比重が高まることが見込まれ、全社の有形固定資産に占める海外連結子会社の有形固定資産の重要性が増すと予想されることから、これを契機に、当社及び国内連結子会社の有形固定資産の稼働状況を検討したところ、稼働状況に見合う償却方法として定額法が適切となったために実施したものであります。海外事業の重要性が増す反面、国内事業は売上が飛躍的に増大する局面から安定局面に入り、国内事業に係る有形固定資産については、将来にわたって経済的便益の安定的、平均的な費消が予想されます。このような費消パターンを反映する方法は定額法であると考えられるため、定額法への変更を行いました。また、連結会社の会計方針の統一を図ることも変更理由の一つであります。  この変更により、従来の方法によった場合に比べ、減価償却費は 88百万円減少し、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益は 88百万円増加しております。  ・資産除去債務に関する会計基準の適用  第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21号 平成20 年３月 31 日）を適用しております。  これにより、営業利益及び経常利益が６百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が 25 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 96 百万円であります。  表示方法の変更 （四半期連結損益計算書）  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22号 平成 20 年 12 月 26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成 21 年３月 24 日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。   



㈱バンテック　（9382）　平成23年３月期　第３四半期決算短信３.　四半期連結財務諸表　（１）　四半期連結貸借対照表 (単位：百万円)当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日) 前連結会計年度末に係る要約連結貸借対照表(平成22年３月31日)資産の部　流動資産　　現金及び預金 11,355 12,032　　受取手形及び売掛金 21,185 19,747　　有価証券 2,008 8　　貯蔵品 96 90　　繰延税金資産 953 931　　その他 2,175 1,913　　貸倒引当金 △ 107 △ 89　　流動資産合計 37,667 34,634　固定資産　　有形固定資産　　　建物及び構築物(純額) 9,078 9,532　　　機械装置及び運搬具(純額) 672 663　　　土地 13,254 13,797　　　建設仮勘定 4 2　　　その他(純額) 595 446　　　有形固定資産合計 23,605 24,442　　無形固定資産　　　のれん 2,295 2,420　　　その他 1,606 1,705　　　無形固定資産合計 3,902 4,125　　投資その他の資産 4,958 5,226　　固定資産合計 32,466 33,794　繰延資産 17 27　資産合計 70,151 68,456
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㈱バンテック　（9382）　平成23年３月期　第３四半期決算短信(単位：百万円)当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日) 前連結会計年度末に係る要約連結貸借対照表(平成22年３月31日)負債の部　流動負債　　支払手形及び買掛金 12,242 11,035　　短期借入金 8,595 8,189　　1年内返済予定の長期借入金 5,541 1,823　　未払法人税等 1,249 1,400　　繰延税金負債 - 1　　賞与引当金 981 1,623　　役員賞与引当金 - 29　　その他 3,661 3,410　　流動負債合計 32,271 27,513　固定負債　　社債 2,000 2,000　　長期借入金 3,740 7,254　　長期預り金 861 838　　長期未払金 728 829　　繰延税金負債 208 197　　再評価に係る繰延税金負債 1,770 1,922　　退職給付引当金 2,779 2,897　　役員退職慰労引当金 4 35　　独禁法関連引当金 417 417　　負ののれん 80 92　　その他 350 234　　固定負債合計 12,941 16,720　負債合計 45,213 44,234純資産の部　株主資本　　資本金 3,862 3,857　　資本剰余金 13,781 13,775　　利益剰余金 10,477 8,839　　自己株式 △2,243 △ 1,618　　株主資本合計 25,878 24,854　評価・換算差額等　　その他有価証券評価差額金 56 49　　為替換算調整勘定 △1,562 △ 1,182　　評価・換算差額等合計 △1,505 △ 1,133　少数株主持分 566 501　純資産合計 24,938 24,222負債純資産合計 70,151 68,456
- 7 -



㈱バンテック　（9382）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

（２）四半期連結損益計算書

　　　 (第３四半期連結累計期間)

(単位:百万円)

前第3四半期連結累計期間

（平成21年　4月 1日

　　平成21年 12月31日）

当第3四半期連結累計期間

（平成22年　4月 1日

　　平成22年 12月31日）

売上高 82,302 100,012

売上原価 69,542 85,105

売上総利益 12,759 14,907

販売費及び一般管理費 9,903 10,220

営業利益 2,855 4,686

営業外収益

　受取利息 28 15

　受取配当金 18 17

　為替差益 88 205

　負ののれん償却額 166 12

　持分法による投資利益 26 28

　その他 113 54

　営業外収益合計 440 334

営業外費用

　支払利息 158 138

　株式交付費償却 10 5

　支払手数料 8 3

　その他 66 28

　営業外費用合計 244 176

経常利益 3,051 4,845

特別利益

　固定資産売却益 28 187

　投資有価証券売却益 16 1

　受取和解金 220 -

　その他 8 19

　特別利益合計 274 207

特別損失

　固定資産売却損 4 7

　固定資産除却損 140 37

　投資有価証券売却損 14 -

　投資有価証券評価損 - 51

　減損損失 115 167

　事業再編損 - 87

　退職特別加算金 71 -

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 - 19

　その他 49 22

　特別損失合計 395 392

税金等調整前四半期純利益 2,930 4,660

法人税等 984 1,885

少数株主損益調整前四半期純利益 - 2,775

少数株主利益 22 88

四半期純利益 1,923 2,686
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㈱バンテック　（9382）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位:百万円)

前第3四半期連結累計期間

(自　平成21年 4月 1日

  至  平成21年12月31日)

当第3四半期連結累計期間

(自　平成22年 4月 1日

  至  平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前四半期純利益 2,930 4,660

　減価償却費 1,121 1,147

　のれん償却額（△は負ののれん償却額） △23 112

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △59 72

　賞与引当金の増減額（△は減少） △295 △635

　役員賞与引当金の増減額（△は減少） - △29

　退職給付引当金の増減額（△は減少） △106 △117

　役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △31

　受取利息及び受取配当金 △47 △33

　支払利息 158 138

　持分法による投資損益（△は益） △26 △28

　固定資産売却損益（△は益） △23 △179

　固定資産除却損 140 37

　投資有価証券評価損益（△は益） - 51

　投資有価証券売却損益（△は益） △2 △1

　減損損失 115 167

　受取和解金 △220 -

　売上債権の増減額（△は増加） △1,387 △1,739

　差入保証金の増減額（△は増加） △284 196

　仕入債務の増減額（△は減少） 1,624 1,381

　未払消費税等の増減額（△は減少） 23 234

　長期未払金の増減額（△は減少） △83 △100

　その他 370 △137

　小計 3,936 5,165

　和解金の受取額 220 -

　公正取引委員会課徴金の支払額 △417 -

　利息及び配当金の受取額 48 72

　利息の支払額 △155 △138

　法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 255 △2,178

　営業活動によるキャッシュ・フロー 3,887 2,921
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㈱バンテック　（9382）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

(単位:百万円)

前第3四半期連結累計期間

(自　平成21年 4月 1日

  至  平成21年12月31日)

当第3四半期連結累計期間

(自　平成22年 4月 1日

  至  平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有価証券の取得による支出 - △1,499

　有価証券の償還による収入 - 1,499

　有形固定資産の取得による支出 △1,441 △562

　有形固定資産の除却による支出 △23 △25

　有形固定資産の売却による収入 60 731

　無形固定資産の取得による支出 △344 △354

　子会社株式の追加取得による支出 △89 -

　投資有価証券の売却による収入 88 2

　関係会社株式の売却による収入 88 -

　貸付けによる支出 △19 △36

　貸付金の回収による収入 4 13

　その他 7 15

　投資活動によるキャッシュ・フロー △1,668 △215

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額（△は減少） △1,644 390

　長期借入金の返済による支出 △26 △1,847

　長期借入れによる収入 1,606 2,050

　リース債務の返済による支出 △58 △100

　株式の発行による収入 3 9

　自己株式の取得による支出 △243 △670

　自己株式の売却による収入 - 46

　配当金の支払額 △708 △1,042

　少数株主への配当金の支払額 △2 △10

　財務活動によるキャッシュ・フロー △1,074 △1,174

現金及び現金同等物に係る換算差額 51 △209

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,196 1,321

現金及び現金同等物の期首残高 11,292 12,022

連結範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増加高 33 1

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,522 13,346
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㈱バンテック (9382) 平成 23 年３月期 第３四半期決算短信 
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（４）継続企業の前提に関する注記 該当事項はありません。  （５）セグメント情報 【事業の種類別セグメント情報】 前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年4月１日 至 平成21年12月31日) （単位：百万円）  国内物流事業 国際物流事業 その他の事業 計 消去又は 全社 連結 売 上 高       (1) 外部顧客に 対する売上高 53,754 26,129 2,418 82,302 ― 82,302 (2) セグメント間の内部 売上高又は振替高 162 81 4,466 4,710 （4,710） ― 計 53,916 26,210 6,884 87,012 （4,710） 82,302 営業利益 1,283 1,474 97 2,855 ― 2,855  (注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 ２ 各事業の主なサービス内容 (1) 国内物流事業：自動車部品のトラック輸送、納入代行、倉庫保管及び流通加工、飲料・食品の保管、配送及びトラック輸送、自動車部品の梱包作業、トラックリース事業、完成車両の港湾運送 (2) 国際物流事業：航空輸送、海上輸送の輸出入業務、通関及び代理店業務並びに海外におけるトラック輸送及び倉庫保管 (3) その他の事業：重量物の分解、組立、運搬及び据付作業を行う事業、引越業務、人材派遣業    【セグメント情報】   １．報告セグメントの概要    当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。    当社は、本社に経営企画部を置き国内外のグループ事業戦略の立案と事業活動の統括をするとともに、サービスと地域に基づく事業部制の下で、ロジスティクス事業とフォワーディング事業を行っています。   国内連結子会社はそれぞれ独立した経営単位であり、関連した事業本部と密接に連携しながらロジスティクス事業を展開しております。一方、海外の連結子会社もまたそれぞれ独立した経営単位でありますが、海外全体ではロジスティクス事業とフォワーディング事業を展開しております。    従って、当社グループの事業は国内のロジスティクス事業、国内のフォワーディング事業、海外のロジスティクス事業とフォワーディング事業、というサービスと地域を組み合わせた 3 つのセグメントから構成されており、これらをそれぞれ「国内物流」、「国際物流」及び「海外物流」として報告セグメントにしております。    「国内物流」は日本国内でのロジスティクス事業、「国際物流」は日本国内から海外への輸出及び海外から日本国内への輸入フォワーディング事業、「海外物流」は在外子会社からなるロジスティクス事業とフォワーディング事業を展開しております。    
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   当第３四半期連結累計期間（自 平成 22 年 4 月 1 日 至 平成 22 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 報告セグメント  国内物流 国際物流 海外物流 合計 調整額 （注）１ 四半期連結 損益計算書 計上額 （注）２ 売上高        外部顧客に対する売上高 66,007 18,115 15,889 100,012 - 100,012  セグメント間の内部 売上高又は振替高 340 133 67 541 △541 - 計 66,348 18,248 15,957 100,553 △541 100,012 セグメント利益 2,951 846 890 4,688 △2 4,686  (注) １ セグメント利益の調整額△2百万円は、セグメント間取引消去であります。 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  (追加情報)  第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21 年 3 月 27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平成 20 年 3 月 21日）を適用しております。  (参考情報) 前第３四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 前第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1 日 至 平成 21 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 報告セグメント  国内物流 国際物流 海外物流 合計  調整額  四半期連結  損益計算書  計上額   売上高    外部顧客に対する売上高  ※１ 56,173 14,487 11,641 82,302 - 82,302 セグメント利益 1,381 981 493 2,855 - 2,855 ※１ セグメント間の内部売上高又は振替高の記載は省略しております。    ２ 上記金額は、比較のために組替えられた参考値であります。  （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記    該当事項はありません。   



4444....補足情報補足情報補足情報補足情報  ハイライト情報 （単位：百万円）当期間 前期間 当期間 前期間2010年4～12月 2009年4～12月 増減 2010年10～12月 2009年10～12月 増減（実績） （実績） （実績） （実績）A B C=A-B D E F=D-E売上高 100,012 82,302 17,710 33,635 30,472 3,163営業利益 4,686 2,855 1,707 1,947　（営業利益率） 4.7% 3.5% 5.1% 6.4%経常利益 4,845 3,051 1,772 2,053　（経常利益率） 4.8% 3.7% 5.3% 6.7%純利益 2,686 1,923 1,144 1,164　（純利益率） 2.7% 2.3% 3.4% 3.8%1株当たり純利益（円） 11,595.52 8,096.91 3,498.61 4,940.84 4,902.95 665.23潜在株式調整後1株当たり純利益（円） 11,586.52 8,088.98 3,497.54 4,933.18 4,896.05 666.02営業活動によるCF 2,921 3,887 △ 966 1,787 2,380 △ 593投資活動によるCF △ 215 △ 1,668 1,453 1,914 △ 72 1,986財務活動によるCF △ 1,174 △ 1,074 △ 100 △ 1,100 △ 1,011 △ 89現金及び現金同等物 13,346 12,522 824 13,346 12,522 824設備投資額（無形固定資産を含む） 873 1,778 △ 905 251 235 16減価償却額 1,147 1,121 26 392 382 10総資産額 70,151 67,559 2,592純資産額 24,938 23,653 1,285自己資本比率（％） 34.7 34.3 0.41株当たり純資産額（円） 105,838.82 98,282.00 7,556.82従業員数（名） 5,281 5,180 101

第3四半期連結累計期間(4～12月） 第3四半期連結会計期間（10～12月）

△ 20
△ 240△ 2811,8311,794763
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